
平成29年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

7,616,052
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事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②
コピー等再生紙の購入枚
数

共通消耗品の購入経費 5439690

庁内消耗品購入事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 会計課

会計 小事大事
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単位
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方向

算定式（成果指標の場合）

市職員が業務を行う上で必要となるコピー用紙、印刷用紙を庁内共通消耗品として、会計課で
指名競争入札により一括購入し、月２回の頻度で各課からの物品事前申請による請求データ数
により、配付するものである。

平成13年度から予算配当が事業別予算配当となったことに伴い、それまで会計課で一括購入し
ていた各課の事務用消耗品について、コピー用紙、封筒及び賞状に限定し一括購入している。
現在コピー・印刷用紙の購入については、透明性、競争性の確保等の視点から指名競争入札と
している。また、平成25年度から3年間無償提供による広告入り封筒を使用したが、28年度は無
償提供業者が無かったため、以降指名競争入札を行っている。

庁内共通消耗品であるコピー・印刷用紙を会計課で一括購入
し、経済性及び効率性の向上を図る。

主管課長 佐々木　和美健全で効率的な行財政運営

名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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事業名

政　策
施　策

06

↘↘↘ 庁内消耗品購入事業の決算額

コピー用紙と印刷用紙の計8625000 10830000 枚

平成29年度

0.30

7,616,052

0.40

7,171,416

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

コピー・印刷用紙の購入経費は、指名
競争入札による一括購入で、経費の削
減を図った。また、年度当初に各課に
使用済用紙の再利用等による使用枚数
の削減の通知を行った。
　今後も、各課の協力による使用枚数
の削減が不可欠になる。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

7616052 7171416 円

9975000 ↘↘↘

1,834,800 1,708,700 3,020,500

0.20 0.20

必要性

平成28年度

5,439,690

7,171,416

7,274,490 9,324,752 10,191,916

平成27年度

0.30 0.30

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

5,439,690

③取組の
課題

指名競争入札と購入枚数の減少で用紙
購入費は減少したが、更なる購入費用
の削減を図るため、両面縮小印刷、使
用済用紙の再利用等を徹底し、使用枚
数の抑制の推進が必要である。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

各課への印刷・コピー用紙の配付状況
を把握し、増となっている部署には理
由を確認するとともに状況を説明し、
使用を抑制した業務の徹底を引き続き
図る。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

コピー・印刷用紙のＡサイズ統一化に
より、効率的な購入に努めるとともに
指名競争入札による納入業者選定を継
続する。各課に使用枚数の削減につい
て、協力してもらう。
コピー・印刷用紙のＡサイズ化によ
り、効率的な購入が図れた。印刷に使
用する枚数について、過剰印刷を避け
るため、先を見越しての印刷を控える
よう担当課に依頼した。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ｂ　削減の余地がややあ
る

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価
Ａ　市が担うべき

有効性

市関与の必要性

Ａ　必要性が高まると
考えられる


